
グループ上席執行役員の守川です。 
私から東南アジア・オセアニアユニクロ事業に関してご説明させていただきます。 



2009年４月に、東南アジア１号店をシンガポールにオープンし、これまで約８年間で合計６カ国、
163店舗まで拡大いたしました。 

 
2017年８月期は、売上1,000億円、営業利益140億以上を取れる事業にまで成長しております。 

2018年８月期は、40店舗以上の出店を考えており、さらなる拡大を進めていきたいと 
考えております。 

 



これまで商売が成功した要因ですが、まず１つ目に、ユニクロのブランド自体が市場に浸透した 
こと、「Life Wear」のコンセプトが徐々に東南アジア・オセアニアのお客様に理解されてきたことが

挙げられます。特にジーンズ、チノパンツ、メンズのシャツ、ウィメンズのブラウスといった 
コア商品の売上が倍増しております。 

 



次に、東南アジアの気候や文化に合わせた商売が非常に好調です。 

 

例えば、冬の時期にも夏物の商品構成を拡大したことにより、年間通してお客様をしっかりと確

保できました。各国の生活水準に合わせた比較的買いやすい「東南アジア企画商品」を拡大した

ことにより、新規顧客の獲得につながっております。また、こういった商品だけでなく、 

ウルトラライトダウン、ヒートテックといった秋冬商品も、機能性を伝えること、旅行ニーズに対し

てアプローチをしたことで、売上を大きく伸ばしております。 

 

さらに、マレーシア、インドネシアの市場に、確実にフィットするようなコンフォートファッションの 
商品、例えば、女性のヒジャブや、メンズのバジュマラユも開発して販売したことで、多くの新規

のお客様を取り込むことができております。また、これらの商品をユニクロの商品と 
コーディネートして提案したことで、ユニクロ商品の売上向上にもつながっております。 

 



次に、2016年９月に、東南アジアで初のグローバル旗艦店をシンガポールのオーチャード 

セントラルにオープンし、ブランド価値が飛躍的に上がっております。 

 

「オーチャード セントラル店」では、１階にＵＴの特別コーナーを設置、３階にはスペシャルコーナ

ーを設け、地元の企業、アーティスト、ショップともコラボを行い、毎月情報を発信しております。 

 

シンガポールは東南アジアのハブとなる地域ですので、ここでの情報発信がアジア・オセアニア

全域にいい意味で伝わったと考えております。 



次に、マーケティングプレス活動を抜本的に変えたことが、ブランドの好感度アップに 

つながりました。 

 

プレス活動を積極化したことで、雑誌、テレビ、さまざまな媒体での露出が大幅に増加して 

おります。また、デジタルマーケティングを効率的に活用したことで、特に若い女性のお客様の 

認知獲得に大きく貢献いたしました。 

 

シンガポール、マレーシアでは売上、ブランド認知度ともに、ファッションリテールの中では、 

すでに１位となっております。 
 



次に、売上だけでなく、営業利益も前年比で約倍増と、大きく伸ばすことができております。 
 

これは、経営基盤の強化をしたことによります。具体的には、物流の仕組みを改善いたしました。 
物流の全てのプロセスをパートナー会社様と協働して改善したことで、販売効率の向上、 

物流費の大幅な削減を実現することができております。 
 

また、店頭在庫に関しても削減を進め、特に現地のお客様のニーズに合った販売計画を 

立てることにより人件費の低減、店頭効率の改善につながったと考えております。 

 
出店に関しても、今後の大量出店に備え、交渉条件の見直し、工事期間の短縮、工事費自体の

削減を進め、出店から減価償却のコストに関しても削減することに成功しております。 

 

さらに現地生産の比率を戦略的に高めることにより、原価率の低減が図れたことも、利益に対し
て大幅に貢献しております。 

 



これらの取り組みを通じて、東南アジア・オセアニア地区で、年率約30％の成長をめざし、 

今後５年間で売上約3,000億円以上を必達させたいと考えております。 

 

特に人口の多いタイ、インドネシア、マレーシア、フィリピンの市場を、先行して一気に拡大してい

きたいと考えております。既存国のみならず、将来的には新規国への進出も視野に 

入れて、しっかりとビジネスを固めていきたいと考えております。 

 



最後になりますが、東南アジア・オセアニア地区においても、顧客支持率、ブランド人気度Ｎｏ.１ 

をめざし、お客様に最も愛されるブランドとして、今後も成長していきたいと考えております。 

 

以上で説明を終わります。ありがとうございました。 

 


